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1．はじめに

日本台湾交流協会では、これまで地方自治体に
対して台湾ビジネスに関する情報を多く提供して
きた。しかし近年、地方自治体や地域の商工団体
等から台湾との連携を望む声が多くなっているこ
とから、2013 年度より台湾側のカウンターパート
であるTJPO（台日産業連携推進オフィス）とと
もに、日本と台湾の地域間連携事業「日台産業協
力架け橋プロジェクト」を開始した。2013 年
～2018 年における日台産業協力架け橋プロジェ
クトの実績（地域・産業連携プロジェクト）は日
本 23 団体、台湾 15 団体、延べ 32 案件にのぼる。
筆者は本事業の中から、地方自治体や地方公共
団体が主体となって行い、台湾企業とのアライア
ンスに成功した日本の中小企業や関連機関等の
キーパーソンに対してインタビューを実施するこ
ととした。なぜなら、インタビューによって日本
の地方自治体や産業支援機関がどのように台湾と
良好な関係を構築し、地域の中小企業が自分たち
のビジネスをどのように成功に導いたのかを明ら
かにし、台湾とのビジネス連携に関する今後の方
向性についてヒントを得ることができるのではな
いかと考えたからである。
このような背景のもと「交流」8月号より、「台
湾と繋がる地域産業～地場産業クラスターや地域
企業の事例から」というタイトルで連載を開始し
た。なお、「交流」8月号では、第1回目として「「日
台産業協力架け橋プロジェクト」による日台企業
アライアンスの創出」と題し、「日台産業協力架け
橋プロジェクト」について概要説明を行い、日台
企業の連携事例2社（「東京未来スタイルの台湾

での合弁会社設立」、「有限会社長谷川挽物製作所
の台湾向け輸出成功事例と「世代」を繋ぐ日台連
携の取り組み」）を取り上げ考察した。本稿は連
載第2回目であり、佐賀県のジャパン・コスメ
ティックセンター（以下、JCC）を取り上げる。
本稿における記述内容は、主に筆者が 2019 年9
月9日、ビデオ会議にて JCC の事務局長の八島
大三氏（唐津市役所コスメティック産業課課長、
以下、八島氏）、同社団法人の海外取引コーディ
ネーターの靈山侑菜氏（以下、靈山氏）、JCCの支
援を受け台湾への輸出を成功させたティーワイ
ジャパン株式会社代表取締役の吉武孝信氏（以下、
吉武氏）に対して行ったインタビュー及びその他
関連資料等から得た知見を纏めたものである。

2．一般社団法人ジャパン・コスメティッ
クセンター（JCC）

（1）概要
一般社団法人ジャパン・コスメティックセン

ター（以下、JCC）は、2013 年 11 月 11 日（2015
年4月1日に一般社団法人へ移行）に設立された
一般社団法人であり、コスメティック分野のビジ
ネス環境を産学官の連携1 により整備し、多様な
人材の交流と技術の集積による地域資源を活かし
た経済活動の活性化とグローバル市場への展開を
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1 佐賀県、唐津市、玄海町、唐津商工会議所、唐津上場商
工会、唐津東商工会、また、九州大学や佐賀大学をはじめ
とした大学等、27 の支援会員と、また、化粧品・美容関連、
素材関連の企業等、201 の正会員で構成されている。なお、
金融機関としては佐賀銀行、唐津信用金庫、福岡銀行が、
保険機関としては損害保険ジャパン日本興亜佐賀支店、東
京海上日動火災保険佐賀支店唐津支社が会員として参画し
ている。



図る推進体制を構築することにより、唐津市、玄
海町を中心とした佐賀県、ひいては北部九州にお
けるコスメティック産業の集積と雇用の創出に寄
与することを目的とした団体（以上、JCCのウェ
ブサイト http://jcc-k.com/frmAbout.aspx より引
用）である。そして、JCCはその目的を達成する
ため、主に、1）海外企業とのビジネス交流等の
国際取引への支援、2）コスメティック関連企業
の立地促進及び新規事業参入への支援、3）原料、
製品等に関する研究開発及び技術革新への支援、
4）会員等のネットワークの構築、5）関連産業
に関する調査研究、情報収集及び提供（以上、一
般社団法人ジャパン・コスメティックセンター定
款 http://jcc-k.com/pdf/teikan20180607.pdf 第4
条より引用）を行っている。また、「美容分野」「健
康分野」「素材分野」「交流分野」を産業の4つの

柱とした「国際的コスメティッククラスター」の
実現（以上、JCC ウェブサイト http: //jcc-k.
com/frmAbout.aspx より引用）をビジョンとし
ており、代表理事はフランスのコスメティックバ
レーの前会長であるアルバン・ロバート・ミュラー
氏である（以下、アルバン・ミュラー氏）。

（2）設立背景
①佐賀県唐津市と JCC
JCC は佐賀県唐津市（以下、唐津市）の「唐津

コスメティック構想」から始まった。唐津市は佐
賀県において佐賀市に次ぐ第二の都市である
（2019 年9月現在、人口 121,520 人）。また、地理
的に首都圏やアジアの各都市の中心に位置してお
り、日本の中で最もアジア市場に近い地域の一つ
であることから、歴史的にアジア大陸との交易で
栄えた港町でもある。最大3万トン級の大型貨物
船が接岸可能な唐津港国際ふ頭も備えている。こ
のような地理的・歴史的背景を有した唐津市は、
化粧品原料になる植物資源が豊富であると同時
に、隣接する玄海町は薬用植物の生産地2 でもあ
り、製造業の2倍の付加価値を生むといわれるコ
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2 例えば、九州大学と共同で甘草等の薬用植物の研究開発
を行っている。

図1 ジャパン・コスメティックセンター
（Japan Cosmetic Center, JCC)のロゴ

表1 一般社団法人ジャパン・コスメティックセンター（JCC）の概要
団体名 一般社団法人ジャパン・コスメティックセンター（Japan Cosmetic Center）
代表 代表理事会長 アルバン・ロバート・ミュラー
設立 2013 年 11 月 11 日※ 2015 年4月1日に一般社団法人へ移行
拠点 本部

〒 847-0013 佐賀県唐津市南城内 1-1 大手口センタービル4階
TEL 0955-53-8700 / FAX 0955-58-8655
コスメ原料開発室
〒 847-0021 佐賀県唐津市松南町 152-1
佐賀大学アグリ創生教育研究センター2階
※旧：佐賀大学海浜台地生物環境研究センター内

会員数 219 会員（うち正会員 193、支援会員 26）※ 2019 年9月 30 日現在
（出所）JCCのウェブサイトより



スメティック産業において、化粧品・美容関連メー
カー、原料商社、流通企業等が集積している。唐
津市はこのような歴史的経緯及び立地の優位性を
活かし、2012 年、化粧品関連産業において、サプ
ライチェーンの川上から川下まで全体をカバーす
る国際的なコスメティッククラスターを実現する
という「唐津コスメティック構想」を立ち上げる
ことを決めた。そして、その後、佐賀県、玄海町
等と協力し、2013 年に JCCを設立した3。

②アルバン・ミュラー氏との出会い
JCCの設立は、化粧品関連企業の集積とその発
展可能性に着目したアルバン・ミュラー氏（フラ
ンスナチュラルコスメのパイオニア、アルバン・
ミュラー・インターナショナル社社長・コスメ
ティックバレー4 前会長）が、アジアの市場開拓
を目的として唐津市を訪問した 2012 年1月に遡
る5。その訪問の際、アルバン・ミュラー氏は、唐
津市のコスメティッククラスターとしてのポテン
シャル（今後のコスメティック産業としての発展
可能性）を感じ、唐津市への進出意向を示した6 。
その後、唐津市とアルバン・ミュラー氏は将来の
連携について意見交換を続け、2012 年6月、唐津
市は地元企業とともにフランスに視察。以降、日
仏間で協議を続け、2013 年4月、フランス・コス
メティックバレー協会と唐津市との間で協力連携
協定が締結された。そして、アルバン・ミュラー
氏の助言を受けながら、7月に「ジャパン・コス
メティックセンター設立準備会」が設置。さらに、

9月には唐津市役所に「コスメティック産業推進
室」が、佐賀県庁にも「コスメティック戦略チー
ム」が設置された。その後、九州大学、佐賀大学、
商工会議所等とも連携しながら、高付加価値の提
供を念頭においたコンセプトメイキングが行わ
れ、JCCの設立に向けての準備が加速されていっ
た。そして、2013 年 11 月、ジャパン・コスメ
ティックセンター設立総会が開催され、JCCは正
式に設立された7。
2015 年3月にはシャルトル市のコスメティッ

クバレー事務局にて、合同商談会を開催。2015 年
度には一般社団法人に移行すると、スペインの
Beauty Cluster Barcelona（2014 年設立）との協
力連携協定を皮切りに、イタリアの Polo
Tecnologico della Cosmesi（2014 年設立）、フラン
スのコスメティックバレー協会（1994 年設立）、
台湾のTaiwan Beauty Valley（2016 年設立）、タ
イのThai Cosmetic Cluster（2014 年設立）と次々
と協力連携協定を締結し、国際産業クラスター8

としての地位の礎を築いていった。このように、
アルバン・ミュラー氏の訪問からきわめて短期間
で組織が立ち上がったことから、一見、JCCの船
出は順風満帆だったように思える。しかし、事務
局の八島氏によれば、「設立後最初の2、3年間は、
様々な企業からのニーズにどのように応えるか、
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3 このよう設立経緯により現在、JCCの事務局は唐津市に
あり、事務局長もまた唐津市市役所の課長が担っている。
4 コスメティックバレーは 1994 年に設立。フランス中部
シャルトルを中心とする 150 キロメートル圏内にあり、ロ
レアル、シャネル、イブサンローランといった名だたるブ
ランドを含む約 800 社の化粧品関連企業が集積している。
5 アジア市場開拓において中国企業と連携していたが、
様々な困難があり、日本企業との連携を考えるようになっ
た。

6 その際の評価のポイントは、Nikkei Asian Review
(Mar.6-12, 2017）掲載（日本語版）等によれば、1）アジ
ア市場との近接性、2）コスメ産業のミニクラスター（化
粧品製造〈OEM受託製造として株式会社トレミー〉、検査・
分析、製造、輸入業務〈株式会社ブルーム〉、保税物流〈松
浦通運〉）が既に形成されていたこと、3）玄海町薬用直物
栽培の存在、4）豊かな自然環境、であった。研究所化粧
品原料会社のアルバン・ミュラー・インターナショナル社
は、2016 年3月、国内化粧品原料商社の株式会社マツモト
交商と合弁会社「ALBAN MULLER INTERNATIONAL
ASIA」を設立した。

7 JCC としての収入は約1億円（約 8,700 万円は佐賀県、
唐津市、玄海町が拠出、残りは主に会費）である。主な収
入が税金であるため政策的に運営されている。



活動に投入する公的資金をどのように効率的かつ
効果的に使うか等に関する意思決定に多くの時間
を要する等、様々な困難があり、それらを一つ一
つ乗り越えるには大変苦労した」という。JCCは
現在、これらの困難を乗り越え、事業も軌道に乗
り始め、組織としては成長段階にある。
そこで次項では、先に述べた JCC の活動実績
として、「原料、製品等に関する研究開発及び技術
革新への支援」と「海外企業とのビジネス交流等
の国際取引への支援」を中心に述べる。

（3）JCCの主な活動実績
①原料、製品等に関する研究開発及び技術革新へ
の支援
JCC は地産素材の商品化の推進において重要
な役割を担っている。例えば JCC に設置された
開発室では、専門のコーディネーター及び研究員
が配置されており、佐賀県工業技術センター等の
公設試験研究機関やクラスターに参加する大学等

の協力によって得た保湿データ、抗酸化等の評価
データをもとにした原料の一次加工等、原料商社
やメーカーに対して常に能動的な提案が行われて
いる。またメーカーや原料を扱う企業等による素
材に関する要望に基づき加工することもある。こ
のような双方向のやりとりを通して、これまで
JCC では 27 社 94 の商品が開発・販売されてき
た。例えば唐津産無農薬レモンを使ったクレンジ
ングクリームや嬉野産の茶の実油配合のスキンケ
アクリーム等は代表的な商品である。
クラスター内の玄海町薬用植物栽培研究所もま

た研究開発として大きな役割を担う。ここでは九
州大学と共同で甘草（かんぞう）等9、薬用植物の
成分を評価するための研究を主に行っているが、
甘草だけでなくメーカーのニーズに基づき生産者
と連携しながら比較的育てやすい薬草についての
研究・評価も行われている。
なお、海外企業との研究開発としての連携につ

いてはこれまで実績がないが、今後そのような機
会を増やしていきたいと考えているという。

②海外企業とのビジネス交流等の国際取引への支
援

ａ．成長するアジア市場
日本の人口は 2008 年の1億 2,808 万をピーク

とし減少傾向にある。2050 年には 9,515 万人と
なると言われている。その時の生産年齢人口は
4,930 万人（約 3,500 万人減少）であり、総人口に
占める割合は約 51.8％（2018 年においては約
60％）になると予測されている。すなわち、これ
らの予測から分かるとおり、日本全体としてはこ
れまでのような大きな経済成長は見込めない。こ
の潮流は化粧品市場にも同様にあてはまる。一
方、アジア市場は、人口が増加傾向にあり、さら
に富裕層の増加、高い GDP の成長率が見込まれ
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8 Porter（1998）は立地の競争優位の源泉として、要素（投
入資源）条件、需要条件、関連産業・支援産業、企業戦略
および競争環境の4つをあげている。 9 他にはミシマサイコ、トウキ、サフラン等がある。

写真1 JCC事務局長 八島大三氏

（出所）JCC提供



ている等、経済的にも市場としても今後、さらに
成長・拡大していくことが確実視されている。コ
スメティック産業もそれに呼応するように、需要
は増加の一途であり（特に日本が得意とするスキ
ンケアなどの基礎化粧品のニーズが高く、今後ナ
チュラル志向がますます高まることが予想され
る）、アジア市場において急成長産業であると言っ
ても過言ではない。八島氏によると「JCCを設立
した当時（2013 年）は、（日本の）輸出は 1,350 億
円程度だったが、2018 年は 5,000 億円を越えてお
り、その額は既に輸入を越えた。資生堂がアジア
戦略強化によって売上高1兆円を達成したことも
その証左である。」という。

ｂ．地元企業輸出支援
JCC は諸外国で開催された展示会で商談展示
支援及び個別マッチング支援をこれまで行ってき
た。2018 年度はフランスの展示会に参加する日
系企業を9社、2019 年度は5社の支援を行った。
JCCは、1）展示会・商談会に参加予定の日系企
業に対して事前にエントリーシートを書いてもら
い、2）JCCがそのエントリーシートに適合する
企業を事前に見つけ10、3）その企業が展示会・
商談会に来てもらうようアレンジしマッチングさ
せることで、商談成功確率を高めている。また、
JCCはアジア諸国から本クラスターに興味・関心
が高いバイヤーをも招聘しており、その招聘を契
機として過去2年間で、地元の企業と 22 件の成
約（輸出）に至っている。

ｃ．台湾クラスター（Taiwan Beauty Valley）が

もたらすメリット
先述したように JCC はフランスのコスメ

ティックバレーだけでなく、スペインの Beauty
Cluster Barcelona、イタリアの Polo Tecnologico
della Cosmesi、台湾のTaiwan Beauty Valley、タ
イの Thai Cosmetic Cluster と協力協定を提携し
ている。JCC は各クラスターとの連携を維持し
つつ、あらゆる場面で密なコミュニケーションを
とりながら、クラスター間交流を行ってきた。特
に台湾のTaiwan Beauty Valley（TBV）において
は、そういったコミュニケーションを契機として、
当初予定しなかった多くの副産物がもたらされて
いるという。その一つが人的ネットワークの拡大
に伴う様々な良質な情報の獲得である。実際、
JCC はこれまでTBVとのコミュニケーションを
通じて、主要窓口である台日産業連携推進オフィ
ス（TJPO）だけでなく、様々な組織・団体（例え
ば、台湾貿易センター（TAITRA）、工業技術研究
院（ITRI）等）と接触し繋がることで、新たなコ
ミュニケーションチャンネルを構築し、また彼ら
と信頼関係を醸成してきた。その結果、今では、
1）必要な時に必要な人物と相談することができ
るような人的ネットワークが形成され、また、2）
台湾企業の対日投資計画（工場建設等）等、台湾
企業の動向をタイムリーに獲得することができる
ようになったという。

ｄ．中東湾岸諸国への輸出支援
協力連携協定を締結している国・地域だけでな

く、近年では中東湾岸諸国へ輸出する日系企業も
支援している。現在、それに応えるため中東にプ
ロダクトを輸出する際に遵守する必要がある各種
規制の把握、そして、それらに対する対応ノウハ
ウ（エビデンスの添付）を中東の商社等を通じて
蓄積中である。

このように JCC は現在、様々な活動を通して
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10 海外取引コーディネーターとして、外資誘致（アジア）
を担当する靈山氏は、展示会・商談会でのマッチング支援
だけでなく、佐賀県内（唐津市等）への更なる誘致促進を
目的として、JCC内の地域担当から得た地元企業の情報や
提供可能な税の優遇制度等について、アジアの企業を訪問
し佐賀県の魅力を伝えている。



実績をあげているが、八島氏によれば「特にアジ
アにおける成功要因は、素材開発力及び原材料へ
のトレーサビリティの確保とそれに伴う品質管理
の徹底によるMade in Japan ブランドへの信頼で
ある」という。

（4）JCCの課題
設立以降、多くの実績を積み重ねてきた JCC
であるが課題もある。その一つが、商品を海外に
輸出する際の日本企業による各国・地域の規制対
応である。例えば欧州に輸出する際、上市前に製
品に関する情報 PIF（Product Information File）
を EU の化粧品情報管理システムである
Cosmetic Products Notification Portal (CPNP）を
介して電子媒体により欧州委員会に届け出なけれ
ばならず、製品の安全について全責任を負う RP
（Responsible Person）も必要となる。JCCではそ
うしたレジストレーション手続きを代行する提携
会社の紹介等を行っているが、輸出には検査認証
や輸出入業務、国際物流の機能等を持った企業と
の連携も必要となり、その準備には多くの稼働と
コストがかかる。そのため、実質それに耐えるこ
とができるだけの体力を持った中小企業でなけれ
ば、プロダクトの輸出を実現することは困難であ
る。しかし、一般に中小企業は人的リソースが潤
沢にあるわけではないため、JCCのきめ細やかな
継続的なサポートを必要とするが、JCCもその全
てに対応することができる豊富な人的リソースを
抱えているわけではない。
また、それらを乗り越え、海外に輸出すること
ができたとしても、その国でのブランド認知度が
低ければ、売れる可能性は決して高いとは言えな
い。すなわち、輸出国で継続的に一定の売上をあ
げるためには中長期的にはブランド・エクイ
ティ11を高めるための戦略、また短期的にはプロ
モーション等を含めた適切な販売戦略を必要とす
るが、地元の中小企業だけでなく JCCもまた、現

在、それらのノウハウを蓄積している過程及びシ
ステムを構築している過程にいるため、輸出国・
地域のマーケットで苦戦するプロダクトも少なく
ない。確かに間接的にエンドユーザーに販売する
方法、例えば、国内商社や現地の代理店等を通せ
ば、プロダクトを市場に導入した当初は販売率が
高まるに違いない。しかし、その場合、利益率は
低下し、かつエンドユーザーの購買行動を直接把
握することができないため、当該プロダクトが実
際にその国・地域のエンドユーザーの人たちに
とって魅力的なのかどうか、また具体的にどの部
分を改良する必要があるか等、適切なフィード
バックを得ることは困難である。その結果、リ
ピート率は低くなり持続可能なプロダクトになり
にくいという側面があることは否めない。
なお、八島氏によれば、「既存プロダクト（完成

品）の輸出は（先述したように規制に対応する必
要があるだけでなく）、そのプロダクトが輸出先
のニーズと合致していること、また軽微なカスタ
マイズで対応できることが条件となるが、もしそ
のような条件を満たしていない場合は、輸出を諦
める決断をすることとなる。そのため、将来的に
海外輸出を考えているのであれば、比較的、商品
開発の初期段階から輸出先（国・地域）の市場ニー
ズを念頭におく必要があり、JCC としても今後、
輸出先になりうる国・地域において積極的な市
場・販路開拓を行い、現地のディストリビューター
やコンサルティング会社等と接触して密なコミュ
ニケーションを交わしながら、市場ニーズ及び規
制等に関する情報把握に努めていく。」という。
つまり、地元企業の強みは活かしつつ、プロダク
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11 Aaker（1991）はブランド・エクイティを「ブランド名や
シンボルと結びついたブランド資産、負債の集合であり、
製品のサービスの価値を増減させるもの」と定義した。ま
たブランド・エクイティを、ブランドロイヤリティ、ブラ
ンド認知、知覚品質、ブランド連想、その他の知的所有権
のある無形資産、に分解した。



トアウトの発想から脱却し、マーケットインの発
想をできるだけ多く積極的に取り入れていく必要
がある。
次章では台湾への輸出を成功させたティーワイ
ジャパン株式会社について事例報告として取り上
げる。

3．事例報告

（1）企業概要
ティーワイジャパン株式会社は 2015 年4月に
佐賀県佐賀市に設立された。主な事業は、1）日
用品（住居用洗剤 防虫剤など）の製造、卸、販
売事業、2）化粧品（佐賀産など）の製造、卸、
販売事業である。また、経営理念は「快適な暮ら
しにお役立ち企業」のもとに、より優れた品質と
価値も持つ製品をお客様に提供することに最善を
尽くしたいと考えております。」であり、事業ビ
ジョンとして、1）安心・安全な生活空間の日用
品を消費者へ提供する。2）佐賀県産コスメを全
国の消費者へ提供する、を掲げている。さらに、
化粧品事業においては、フランス企業である

Féret Parfumeur の日本総代理店を 2018 年8月
より務めている。
以下は主に代表取締役の吉武孝信氏へのインタ

ビューから得た「スキンケア（幸姫（SACHIHIME））
の開発及び台湾輸出に至った経緯等」について纏
めたものである。

（2) 幸姫酒造とスキンケア(幸姫（SACHIHIME））
の開発経緯

幸姫（SACHIHIME）の開発は、ここ数年、国内
のコスメティック市場において、日本酒を活用し
た化粧品（P&Gの SKⅡ等）の売れ行きが好調で
あるため、佐賀県内の老舗酒蔵で造られる日本酒
を活用した新たな化粧品を開発できないか、そし
て、国内外にその開発した商品を販売できないか、
と考えたのがきっかけであった。吉武氏はまず、
佐賀県産業労働部等に相談した。すると、県下で
有数の酒処である鹿島市を紹介され、その中で特
に海外から多くの観光客が訪れている祐徳神社に
深く関わられており、知名度が高く、化粧品づく
りに強い興味を示していた幸姫酒造と商品開発を
することとなった。そして、開発を開始して1年
半が経過した 2018 年9月、酒粕と日本酒を原料
とした幸姫（SACHIHIME）がついに完成。現在
ではそのブランド名のもと、国内外の市場（海外
では台湾）で、保湿、美白等を特徴とする、ピー
リングフォーム（ピーリング泡洗顔）、ハンドジェ
ル（ハンドモイスチャーライザー）、モイスチャー
スプレー（ミスト化粧品）が販売されている。ま
た、幸姫（SACHIHIME）は、共同開発を行った幸
姫酒造にも陳列されており、酒蔵見学等を目的と
したインバウンド顧客をも魅了している。

（3）台湾への輸出までの経緯
吉武氏によると、幸姫酒造と共同開発した幸姫

（SACHIHIME）を台湾へ輸出することを決めた
主な理由は、プレリサーチにおいて、1）台湾で
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写真2 ティーワイジャパン株式会社
代表取締役 吉武孝信氏

（出所）ティーワイジャパン株式会社提供



日本酒が人気を博していること、2）資生堂を始
め多くの日系コスメティック企業が台湾に現地法
人を設立しており、日系コスメティック商品が台
湾の人たちに広く受け入れられていることが分か
り、そこに商機を見出したからである。また、個
人的にも台湾に対して良い印象を持っていたこと
も台湾輸出を検討した理由の一つであったとい
う。輸出にあたり吉武氏はまず JCC に相談し、
2018 年9月、台湾での商談会に参加する機会を得
た。その際、JCCは幸姫（SACHIHIME）に興味・
関心を持つ複数の台湾企業との商談をアレンジす
るとともに、商談中は JCC海外取引コーディネー
ターの靈山氏が同席する等、吉武氏を献身的にサ
ポートした。JCC のこうした事前の入念な準備
ときめ細かい支援、そして吉武氏の熱意が功を奏
し、ティーワイジャパン株式会社はインターネッ
トのコスメ情報ポータルサイト＠ cosme を運営
する株式会社アイスタイルトレーディング社と契
約の締結に至り、あらたな販売チャネルを得るこ
とができた。
以下は契約締結を実現した吉武氏のコメントで
ある。「海外企業との契約はこれまで経験したこ
とが全く無く、知識もほとんどなかった。そのた
め、当初は取引に対して期待より不安が大きく、

慎重な姿勢を崩さなかった。しかし、彼らとコ
ミュニケーションを始めると、すぐに馬が合うこ
とが分かった。成約までお互いが齟齬なく率直に
意見交換を行うことができ、ビジネス上重要とな
る信頼関係をも構築することもできた。確かに台
湾市場（約人口 2,400 万人）は欧州市場と比べて
決して大きいとは言えない。しかし、私たちの
メッセージを正確かつ適切に伝えることが出来る
というという点において、台湾市場はベストであ
ると考えている。今後も台湾市場の更なる拡大及
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写真3 幸姫（SACHIHIME）

（出所）ティーワイジャパン株式会社提供 写真4 JCC海外取引コーディネーター
靈山侑菜氏

（出所）JCC提供

写真5 台湾での商談の様子

（出所）JCC提供



びその他市場（例えば香港やタイ）への新たな進
出の際には、行政及び JCC 等から支援を頂きた
いと考えている。しかし、基本的には企業が自立
的に物事を進めることができるようになることが
理想ではないだろうか。」

4．まとめ

本稿では日台架け橋プロジェクトの成功事例の
一つである JCCを取り上げ、その設立経緯、海外
クラスターとの連携を含む活動実態、課題等につ
いて述べた。また、成功事例として、地元の日本
酒メーカーと化粧品を開発し JCC の支援を受け
ながら、台湾への輸出を成功させた企業（ティー
ワイジャパン株式会社）についても触れた。JCC
は今後も歴史的経緯、立地優位性を活かしながら
海外クラスターとの連携等を通して、急成長が続
くアジア（台湾等）やその他海外市場との交流を
積極的に進めていく予定である。このような継続
した交流は結果として海外関係者との信頼関係を
醸成し、その信頼関係を基盤としてタイムリーか
つ様々な多くの良質な情報（日系企業の海外市場
進出及び外資系企業の対日直接投資等）が行き交
う強固なネットワークを形成していくだろう。そ
して、そのようなネットワークが形成されれば、
佐賀県のコスメティッククラスターは、国内外に
おいてアジア市場へのゲートウェイとして世界に
おけるプレゼンスを高め、関連企業等による地域
への投資がより促進されるに違いない。また、こ
れまで以上に交流人口の増加も見込まれるだろ
う。いわば JCC の取り組みは、複数の海外クラ
スターとの連携によって地域活性化を実現すると
いう国内における新たな地域活性化モデルを示し
ているとも言える。確かに JCC が掲げる理想の

実現には、先述したように克服すべき課題も多い。
しかし、産官学が密に連携し高付加価値を付与し
続けながら新たな地域像に挑戦する JCC に対す
る期待は高まるばかりである。
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